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Tinhasbeenoften found tobe dissolvedrapidlyincannedtomatojuice，anditis  

alsoknownthatnitrateintomate fruitcausesheavytin－dissolving．   

Thepresentstudywascarriedouttoinvestigatetheabsorptionofnitratebytomato  

plantto elucidate the factors forthe accumulation of nitratein tomato fmit．  

The results obtained are：   

1）AtomatoplantwasfoundtoabsorblOto20gramsNO′3－Nd11ringthegrowing  
period．（Tablel）   

2）Nitrate absorptionisgreaterthroughoutthegrowthperiodwhentheplantwas  

grownonthe culturalsolution containing ahighlevelof nitrate．（Tablel）   

3）Nitratewasabsorbedbytheplantis rapidlytransferedtothe stem，and then  

theleavesand throughthe fruit－Stalksto thecalyxesaTldthe fruits．（Table2）   

4）Suffranineabsorbedthroughone oftheabsorptiveroots，tranSferedtotheleaves  

andthefruit－Stalksinthesame sidebutnotin the opposite side．（Figurel）   

1 緒  言  

缶詰トマトジュースのスズ異常溶出の一原因が原料トマト果実中に含まれる硝酸塩にあることが  

明らかにされ1），原料トマト果実の硝酸懇望素（以下NO′3－Nと記す）量を3ppm以下に抑えな  

ければならないとして以来1）・2），NO′。－N5ppmを目標にして，栽培面からトマト果実のNO′8  

－N蓄積の原因および対策を検討し，前報e）でNO′3－Nの体内分布，熟度の違いによる事故の変  

化，窒素施肥の影響などについて報告した．   

果実中のNO′ユーNは土壌中に存在するNO′ユーNが棍により吸収されて果実に入ったと考えられ  
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るので，本実験はトマト樹のNO′ユーNの吸収，扱から果実への移行の状態などのNO′3－Nに属す  

る生理而を検討し，果実のNO′a－N事故との閑適を見付け出そうとしたものである．   

2 実験方法  

2－1栽 培 法   

NO′8－N吸収試験でほ品種‘大豊”を用い，1969年3月5日播種し，4月14日定植した．毎週更  

新した培養液中のNO′3－N量と1週間栽培後の残存NO′3－N豊との差を1週間の吸収量とし，栽  

培期間を通じて1週間毎の吸収壷を測定した．樹は3段果房どめとした．NO′a－N濃度210ppm，  

840ppm，105＝840ppm（開花後1週間毎に105ppmと840ppmをくりかえし，6月20口以降  

は840pp111にした）の3区を設けた．   

NO′3－N移行試験では品種“H1370■ を用い，1968年2月27日播種し，4月11日定植した．この  

時70ppmのNを含む培養液で栽培し，第1段果房の果実が緑白期になる前に培養液施用をやめ．  

NO′ユーNがどの部位にも存在しなくなってから（この間約2週間水道水のみで育てた），2段果房  

でとめ，黄は各段果房毎に2枚ずつ残し他は切除し，その後NO′3－N280ppmを含む培養液を与  

え，経時的に各部位のNO′8－Nを測定した．   

2－2 標準培養液組成   

N210，p31，K234，Ca200，Mg48．Fel．8．BO．5．MnO．5，MoO．05，ZnO．05，CuO．02  

ppm．（Nは全てNO′a－Nで与えた）．   

ポット栽培は20Lの培養液で1区3ポットを栽培し，液は1週間毎に更新した．   

2－3 サフラニン溶液の使用  

1％サフラニン水溶液にトマト樹を浸し，3ないし6時間後剥皮してサフラニンの赤色の着色帯  

を観察した．   

2－4 NO′8－N測定法   

Bray氏法の変法幻を使用した．   

3 結  果  

3－1トマト樹によるNO′3－Nの吸収   

NO′3－N210（標準）ppm，840（4倍）ppm，105＝840（開花後1週間毎に105ppm と 840  

ppmをくりかえし，6月20日以降840ppmにした区）ppmで栽培されたトマト樹のNO′3－N  

収量をTablelに記した・210ppm区では10gのNO’3－Nを吸収し，5月末から6月にかけ  

て吸収ビ，クが認められた・840ppm区は全吸収量20．15gでピークは比較的後期にあり，105＝  

鋸Oppm区は全吸収量16gで，840ppmにした時多くのNO′3－Nを吸収した．果実のNO′8－N  

量は105＝840ppm区に多く，840ppm区は少なかった．  
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3－2 NO′さ－N三の体内移行   

板により吸収されたNO′a－Nが果実に移行する速度，過程をTable2に示した．NO′3－N飢餓  

状態のトマト樹にNO′8－Nを与え，各部位のNO′√N量を経時的に測定したものである．処理1  

時間後には茎，糞柄に数ppm認められ，6時間後は茎，某柄のNO′a－N呈が増加するとともに果  

優にも認められるようになった．しかしこの時点ではへた，果実には認められなかった．24時間後  

にほへたでは認められたが，果実では充分認められなかった（しかしNO′3－Nが果実に入った瞬  

間に還元されてしまったため，NO′3－Nとして検出出来なかったとも考えられ，この時点でへたを  

通って果実に移行した可能性もある）．6日後には栽培中と同じ程度のNO′3－N量が各部位に認め  

られた．果房の1段と2段との差は認められなかった．  

TablelChangein the nitratecontentin fruit and the amount ofnitrate absorbed by  
the plant grown on theculturalsolutions containing valiouslevclofTlitrate．  

＊CultivatedonlO5ppmNO′3－N bcfore flowerlngand onlO5and840ppmNO3′－N took   
turnseverya weekaftcr floweringandthenon840ppmNO′3－N after20th．June．  

睾＊Red－dpe行uit．  

サフラニン溶液を根に吸収させた場合Fig．1に図示したA，B，Cの3つの塾が観察された・1  

本の特定の支掛こ吸収させると，幹板の断面は3／4程度着色し，茎にほ1本の赤い着色叢がみられ，  

根の若色部分と茎の着色部分が連絡されていた．Fig．1のAの場合には，糞（又は果梗）の切除断  

面には赤い着色点がみられ，このことはサフラニンが薬（又は果梗）に移行したことを示す・Bの  

如く流れると断面の着色点は流れの側の部分にしか現われず，Aに比べ半量が移行したことを示す・  

Cの場合には断面に着色点が認められず，糞（又は果硬）に移行しないことを示す．  

－280－   



Table2 Nitrate transferin tomato plant．  

0  5．3  0  3．2  0  2．6  0  0  0  ＋  
4 考  察  

以上トマト尉によるNO′8－Nの吸収とそ  

の体内移行について検討した．  

トマト樹は栽培期間を通して10から20g  

のNO′3－Nを吸収し，ある時期に吸収ピー  

クを持つ．培地のNO′3－N濃度が高い時に  

は吸収量は多い．NO′8－Nの吸収には，土壌  

pH4）・5）・8），温度了），酸素圧8），陽イオン9）  

などが関与するといわれている．森10）ら，  

綿原11）はトマト樹のNO′8－Nの吸収量を調  

べ，第3花房開花時から果実の肥大がはじま  

る頃にかけて，NO′3－N吸収ピークがあるこ  

とを報告している・Fig．1の210ppmと840  

ppm区の吸収ピークが一致しないが，この   

Red zone with suff柑∩；ne transferedin the stem  

FigurelThree Patterns of the transter  

of s11rfraTline solutionintomato  

pIant．  

原因は不明である・このように吸収された多量のNO′3－Nはかなりの速度で還元されてい，く．著  

者らの未報告の実験からみると，各生育段階ごとの全果実と全茎集中のNO′さ－N量は果実で0～6  

mg，茎葉で100－600mgであり，吸収されたNO′8－N量に比べ，存在するNO′3－N量は非常  

に少ない．   

Tab王elの105ニ840ppm区のNO3′一N吸収量で認められるように，人為的に吸収ピークを  

変えることが出来るので，正常な吸収ピークとは異にして，ピークをもっと先や後にしたり，ピー  
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クの数を増すことによって吸収，休内窒素代謝を乱し果実，茎葉中のNO′3－N豊を増加又は減少  

させることが出来るかもしれない．   

NO′3－Nの吸収，移行はすみやかに行われ，根で吸収されたNO′。－Nは茎，妾，果硬へたを経  

て果実に入る・杉山12）らはNO′3－N飢餓状態のコカプにNO′3－Nを与え，1時間後には維管束に  

NO′8－Nを認めている．   

サフラニンの流れからみるとある特定の吸収板と，茎のある導管は連絡されているので，特定の  

扱から吸収された物質は連絡された導管を通って地上部に送られ，その経路上にある器官にのみ移  

行し，経路からはずれた器官には移行しないことが推定された，このことから次の点が推定される．  

一般にトマトの某柄のNO′3－N貯蔵力は1000～3000ppmあるにもかかわらず，Table2の3日  

後の結果の如く，葉柄中のNO′8－N28～120pplllの時，へた，果実にもNO′8－Nが存在するこ  

とは根から送られたNO′さ－Nは一度全て某に送られ貯蔵しきれない過剰のNO′き－Nが果実に移行  

するというのでなく，棍から直接果実に移行し得る可能性がある，もちろんトマト樹（有支柱品種  

の場合）は1果房毎に3～4枚の葉が着生し，これらが茎のまわりに，等角皮で着生しているので  

根から吸収されたNO′ユーNが葉（葉の先端まで移行しないとしても，葉のほんの一部にでも）を  

経ないで上方に移行することほ困発であるかもしれない．この点につき，サツマイモの各菜へのP  

の移行畳は吸収根の付着点を円頂とした茎の半円と，真の付着点を円頂とした半円の重なった部分  

の面掛こよって定まるとしている1幻．   

Fig．1からさらに次の2点が推定される．その1は果実のNO′3－N量を知る目的で妾柄申の  

NO′3－N量を測定する場合，その薬は目的とする果実のすぐ下の糞であり，さらにその果実の着生  

している黒板と同じ方向に着生した薫でなければならないこと，その2は施肥を均一にしなければ  

（ある栽培形式では追肥は片うねしか施肥しない暗もある）地上部の成分が同丁株でも不均衡にな  

り得る．   

5 要  約  

1）トマト歯のNO′3－N吸収と体内移行について検討した．   

2）トマト1珠は栽培期間中10～20gのNO′3－Nを吸収するが，ある時覿に吸収ピークがあっ  

た．   

3）高NO′8－N濃度の培地で育てられたトマト樹は低濃度のトマト樹より多くのNO′3－Nを吸  

収した．   

4）根に吸収されたNO′8－Nはすみやかに地上部に移行し，茎，葉，果梗，へたを経て果実に  

入る．   

5）特定の棍と地上部の導管は連絡されているので，特定の根に吸収されるとその棍と同じ方向  

に着生する糞，果梗にほ移行するが，逆方向に着生する菜，果梗には移行しないことが推定され  

た．  
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6）果実のNO′3－N畳を知る目的で糞分析する隙には，目的の果実のすぐ下の，果実と同じ方  

向に着生する稟を採取すべきである．   

7）肥料が不均衡に施肥された場合には，同一棟内でも成分の不均衡が起り得る．  
一
字
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